
 

 

 

                       2020 年５月 15 日 

 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 T H E グ ロ ー バ ル 社 

代 表 者 名 代表取締役社長  永嶋  秀和 

（東証第一部：コード 3271）        

問 い 合 わ せ 先 取締役経営企画室長 岡田 一男 

（TEL.03－3345－6111） 

 

貸倒引当金繰入額の計上、業績予想の修正、配当予想の修正及び役員報酬の減額 

に関するお知らせ 

 

当社は、2020年６月期第３四半期において、下記のとおり貸倒引当金を計上するとともに、2019年

11月18日に公表しました2020年６月期通期連結業績予想、2019年８月６日に公表しました配当予想を

下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

また、役員報酬の減額を決定しましたので、併せてお知らせいたします。 

 

 記 

 

１． 貸倒引当金繰入額の計上について 

当社グループのクライアントにつきまして、昨今の新型コロナウイルス感染症の拡大により、業

績見通しが悪化し、債権の回収が困難となる可能性が生じたため、当該債権に対する貸倒引当金繰

入額 758 百万円を営業外費用に計上いたします。 

 

２． 業績予想の修正について 

(1)2020 年６月期通期連結業績予想の修正（2019 年７月１日～2020 年６月 30 日）                  

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

47,536 

百万円 

2,484 

百万円 

1,640 

百万円 

502 

円 銭 

37.09 

今回修正予想（Ｂ） 28,308 △1,439 △3,028 △3,406 △251.00 

増減額（Ｂ－Ａ） △19,228 △3,923 △4,668 △3,908  

増減率 △40.4％ － － －  

（ご参考）前期実績 

（2019 年６月期） 
35,864 2,307 1,459 629 46.60 

 

(2)修正の理由 

2020年６月期通期連結業績予想につきましては、ホテル事業において新型コロナウイルス感染症の

拡大に伴う、経済市況の悪化、投資家の様子見等により、販売活動において進めておりました商談の

一時休止、また運営においても、外出自粛や訪日客の入国・行動制限に伴い旅行客が大幅減少し、営

業活動の抑制を余儀なくされ、お客様の受け入れを休止せざるを得ない状況となり、予算の予想数値

を大きく下回る見込みとなりました。 



以上により、売上高は19,228百万円減の28,308百万円、営業利益については3,923百万円減の1,439

百万円の営業損失、経常利益は4,668百万円減の3,028百万円の経常損失、親会社株主に帰属する当期

純利益は3,908百万円減の3,406百万円の当期純損失になる見込みです。 

 

３． 配当予想の修正について 

(1) 配当予想の修正 

 年間配当金 

 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

 

前回予想 

（2019 年８月６日発表） 

円 銭 

－ 

円 銭 

0.00 

円 銭 

－ 

円 銭 

25.00 

円 銭 

25.00 

今回修正予想 － 0.00 － 0.00 0.00 

当期実績 － 0.00    

前期実績 

（2019 年６月期） 
－ 0.00 － 25.00 25.00 

 

(2) 修正の理由 

新型コロナウイルス感染症の拡大が当社グループに与える影響は大きく、当該感染症の収束、市

場回復時期が不透明な状況であり、手元資金を確保することが重要であると判断し、誠に遺憾では

ございますが、無配に修正させていただきたく存じます。 

 

４．役員報酬の減額について 

今般の業績予想の修正及び配当予想の修正を真摯に受け止め、経営責任を明確にするため、以下

のとおり職位・職務に応じて役員報酬の減額を実施いたします。 

株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに、引き続きご支援賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

(1) 減額の内容 

当社代表取締役           月額報酬の 40％を減額 

当社常勤取締役及び子会社関連役員  月額報酬の５％～30％を減額 

 

(2) 対象期間 

2020 年５月から 2020 年９月までの 5 か月間 

 

（注）上記の予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


